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また、海産のシアノバクテリアについて

は、環境水や排水で適応事例がなく新規の手

法になると考えております。 

・生物応答試験の簡易化法開発はコスト的

に重要である。また、海域対象の簡易生

物応答試験は未開発であるので、その開

発研究は有意義である。 

・早急に海域における簡易生物応答試験を開発

していきたいと思います。 

・実現すれば安価な水質管理が可能になる

と期待される。 

・安価な水質管理に貢献できるように本研究を

推進してまいります。 

・化学物質の複合的影響を判定する方法論

として全排水毒性（WET)は画期的な方

法と考える。安価で、簡便な試験方法が

開発できればその波及効果は非常に大き

いと考える。 

・全排水毒性試験はその実施コスト（1 検体あ

たり約 100 万円程度）が問題視されているこ

とから、本研究の推進により安価で簡易的な

方法の普及に貢献していきたいと思います。

英彦山における森林

生態系回復手法に関す

る研究 

H31-33 ・時間を要する自然相手の研究であるので

頑張って継続していただきたい。他の山

の例も調査し、参考にされたい。 

・森林生態系は、その再生に 50 年、100 年とい

う長い時間が必要であり、時間の経過ととも

に生態系の姿もダイナミックに変化していき

ます。ほかの地域での先行事例についても、

成果や課題等を積極的に収集しながら、長期

的な視点を持って研究を遂行していきます。

・効果的な植生回復方法が確立されること

により、森林生態系が回復することを期

待する。 

・ご期待に応えられるよう、研究を遂行してい

きたいと思います。 

・県内の森林の保全が大きな目的であり、

今回提案はそのパイロット研究的なもの

と理解したが、この地域がそのモデルと

して相応しいのだろうか。資料にある「森

林の衰退」の主な原因は何かよく分から

ない。それが台風被害ではないならば、

まずはそれに対する対策立案に向けた研

究計画を考えるべきではないだろうか。

他の地域での類似な取り組みの実施状況

や内容･方法はどうなっているのだろう

か（新規性等）。緊急性についても、何が

どのように緊急性を要するのか、明確で

はない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・英彦山は県内で 大面積のブナ自然林を有す

るとともに、多くの絶滅危惧種が生息・生育

する生物多様性重要地域です。しかし、1990

年代以降、現在に至るまで、森林衰退が進行

していることから、英彦山における生態系回

復手法の確立を目的として本研究を立案しま

した。本研究の主な対象区域である英彦山中

岳周辺は、森林の衰退が非常に著しいことか

ら、ご指摘のとおり、他の山地とは状況が大

きく異なります。しかし、今回提案する操作

実験等の効率的な生態系回復手法とその実践

は、県内他地域のブナ林域における森林再生

のモデルになると考えています。 

英彦山の樹木衰退の主な原因は、1991 年の

台風による風害と、その後遺症（風害を受け

た場所から風圧や土壌乾燥が強くなり、周辺

へ枯死が広がっていく。特にブナは根の張り

が浅いため、風圧や土壌乾燥に弱い。）である

と考えられています。一方、林床植生の衰退

はシカによる強い被食圧が主因であり、ブナ

などの実生（芽生え）が食害されることで森

林更新が阻害されています。樹木衰退を引き

起こしている気象要因は、コントロールが困

難であることから、残存している樹木の保護

対策よりも、シカ対策による林床植生の保全

を通して新たな森林を復活させることが優

先であると考えています。 
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・代表的な感染症ウイルスである、アデノウ

イルス、ノロウイルス、エンテロウイルス

について顕著な学術的業績を達成した。

今後、食中毒事例の発生において、これら

の研究成果が活用されると期待できる。

・感染症の予防と対策に貢献できるよう今後も

継続して研究に努めます。 

 
 （環境関係） 

課題名 研究期間 意見 保健環境研究所における対応 

水環境中微量有害

化学物質の分析法開

発と汚染実態の解明

に関する研究 

～2,2’,4,4’-テトラヒ

ドロキシベンゾフェ

ノン等～ 

H27-29 

 

・概ね目標を達成し有用な成果を得ている。・今後、他の化学物質についても分析法開発及び

実態調査を進めていく予定です。 

・2,2’,4,4’-テトラヒドロキシベンゾフェノ

ンの県内におけるリスクが低いことを明

らかにしたことで、対策の優先順位の決

定などに役立つものと期待される。 

・リスク評価は他の化学物質についても行い、化

学物質対策の立案及び環境汚染の防止に寄与

していきたいと考えています。 

・当初の目的は充分に達成されている。学術

誌に発表できている点、今後全国的に利用

される技術である点も高く評価出来る。

・開発した分析法が公表され、この方法による全

国調査が実施されており、環境中の実態が明ら

かとなっています。 

・調査結果は市民の安心材料となったばか

りでなく、他機関に提供できる手法の開

発がなされた点において有意義な研究内

容であると評価する。 

・今後も化学物質の分析法開発やリスク評価を

継続して行い、成果を広く公表することで、環

境汚染の防止に貢献するよう努めていきま

す。 

・2,2’,4,4’-テトラヒドロキシベンゾフェノ

ンを単離できていなかったから曝露情報

等の不足となっていたと思われるが、説

明資料でははっきりしない表現になって

いるので、そのことがわかるように記述

してもらいたい。 

・調査対象物質を他の異性体と分離し高感度で

測定する分析法を開発したことによりリスク

評価が可能となりました。今後は分かりやす

い記述に努めます。 

・多くの論文や発表につながる研究成果が

出ており、高く評価できる。 
・今後も研究成果については論文や学会等で発

表していきます。 

・紫外線吸収剤として化粧品等に使用され

る、2,2’,4,4’-テトラヒドロキシベンゾフェ

ノンの微量分析技術を開発し、県内の水

環境中の汚染リスク評価を実施した。こ

の結果、生態リスクは低いことが確認さ

れた。 

・今後、他の紫外線吸収剤をはじめとする化学物

質についても分析法開発及び実態調査を進

め、県内の化学物質によるリスクの評価を行

います。 

アオコが生産する

シアノトキシンのモ

ニタリングに関する

研究 

H27-29 ・対策が必要なレベル以上存在することが

あるならば、それに対する対策法もお考

えいただきたい。 

・今回の調査結果では、対策が必要なレベルでは

ありませんでした。しかし、気候変動の影響な

どから、汚濁レベルの監視が必要と考えており

ます。 

・アナトキシン（ANTX）が検出された地域

があるとのことで、今後のモニタリング

等の対策の必要性を明らかにした、有意

義な検討である。 

・幸い、今回の調査結果では、対策が必要なレベ

ルではありませんでした。しかし、気候変動の

影響などから、汚濁レベルの監視が必要と考え

ております。 

・当初の目的は達していると思われる。学術

論文の発表もできている。当初の目的では

なかったとしても、アナトキシン（ANTX）

やミクロシスチン（MCs）が検出された地

点のサンプルで、産生源（産生藻類）の検

出･解析を試みていない点は非常に残念で

ある。 

・ご指摘ありがとうございます。藻類の同定も今

後、検討して参ります。 
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・調査結果は市民の安心材料となったばか

りでなく、他機関に提供できる手法の開

発がなされた点において有意義な研究内

容であると評価する。 

・本手法は、国環研及び他自治体の環境研究所と

共有していきたいと考えております。 

 

・全国的な共同研究の中では、国内初のシリ

ンドロスパーモプシン（CYN）生産藻類の

同定も行われ、有意義な全国規模の調査研

究成果である。 

・幸い、今回の調査結果では、対策が必要なレベ

ルではありませんでした。しかし、気候変動の

影響などから、汚濁レベルの監視が必要と考え

ております。 

・地域の特性を踏まえた研究である。 ・幸い、県内の調査結果では、対策が必要なレベ

ルではありませんでした。しかし、気候変動の

影響などから、汚濁レベルの監視が必要と考え

ております。 

・アオコが生成するシアノトキシン類の分

析法を開発し、福岡県内の閉鎖水域にお

ける汚染状態の調査を行った。その結果、

強い神経毒であるアナトキシン（ANTX）

が県内のため池から検出され、今後もモ

ニタリングの必要性が確認された。県内

の閉鎖水域では今後とも富栄養化や温暖

化によってアオコの発生が進行すると思

われるので、息の長いウオッチが必要で

あろう。 

・今後、気候変動の影響等もあることから、調査

は必要に応じて、実施して参りたいと思ってお

ります。 

水生生物保全に係

る水質環境基準物質

の汚濁機構に関する

研究 

H27-29 ・水質環境保全上有用な結果を得ている。で

きれば汚染防止上の対策のあり方にも踏

み込んでもらいたい。 

・今後、詳細な負荷量解析による将来負荷量予測

を行い、対策の必要性を検討します。 

・県内河川の現状が明らかになった。今後の

環境対策に役立てていただけることを期

待する。 

・さらに負荷量解析を行い、環境対策の必要性に

ついて検討します。 

・当初の達成目標は達成されており、アルキ

ルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）
の高濃度地域とその排出源に関する知見

は重要であると思われる。新規性のある貴

重な知見ということであれば、学術論文と

しても発表すべきあり、是非発表してもら

いたい。 

・研究成果については、詳細解析の結果を学術論

文として発表する予定です。 

・環境負荷の高い河川及びその原因が洗濯

洗剤であることが特定された点は有意義

である。しかし、生活雑排水のコントロー

ルは難しいと予想されることから、この

成果をどのように対策に生かしていくの

かが課題である。 

・負荷量解析により生活雑排水による寄与度の

将来予測を行い、対策等の必要性を検討しま

す。 

・対象化学物質の実態調査、汚染源調査およ

び汚濁機構調査を科学的に行い、その対策

優先度の高い河川も選定するに至った、行

政ニーズに大きく貢献する研究である。

・LAS については，検出例も多く、研究成果の誌

上発表等を行い、行政ニーズに応える資料の整

備を行って参ります。 

・公共用水域の汚濁実態を明らかにするな

ど、政策的意義が高い研究であると判断

される。 

・施策決定に研究成果が活用できるよう、関係各

課に説明することとしています。 
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  ・対象物質であるノニルフェノール（NP）
とアルキルベンゼンスルホン酸及びその

塩（LAS）について、排出源から実際の環

境に至るまで、網羅的に解明した研究で

あり、福岡県の公共水域の水質と水生生

物の環境保全に資する研究成果である。

・今後も福岡県の環境保全施策に貢献するため、

常時監視業務を通じた 新且つ 高の分析技

術を培い、福岡県の現在の環境を熟知し、将来

の環境予測と対策を提言できるよう努力して

参ります。 
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 ・口頭発表予定も 終年度となっているよ

うで、遅いように思う。新規な分析法は特

許出願を考えているのか。 

・情報発信について、これまでに国内及び国際

学会にて 1 件ずつ発表を行っております。特

許について、出願も視野に、まずはしっかりと

したデータの取得・検証を行いたいと思いま

す。 

・イオン液体を抽出媒体とするダイオキシ

ン類の簡易・迅速分析法が確立された意

義は大きく、当研究所におけるダイオキ

シン関連の研究テーマの加速化に寄与す

ると考える。 

・今後ともダイオキシン類関連の研究テーマの

加速化に寄与できるよう尽力いたします。 

廃棄物 終処分場

における浸透水の微

生物群集構造と適正

管理に関する研究 

H29-31 ・浸出水の水質は時間経過とともに変化す

るので微生物群集の変化構造を経時的に

示していただきたい。 

・同一 終処分場の連続した 2 年のデータを解

析し、水質変化や微生物群集構造の明確な差

は認められませんでした。しかし、 終処分場

の安定化等で水質が変化すると考えられるた

め、より長期的な視点で調査し、水質と微生物

群集構造の関係を明らかにしたいと考えてい

ます。 

・解析は順調に進んでいるようで、成果発

表もなされている。 
・研究成果については、今後も学会発表や論文発

表を通して積極的に社会に還元していきたい

と考えています。 

・解析サンプル数や具体的な知見が分から

ないので評価が難しいが、順調に進んで

いるように見える。データの取得法は一

般的にも既に確立しているので、群集構

造の解析として実際にどのような解析を

行うのかが重要となる。 

・水質や埋立廃棄物組成に関してはデータ取得

の方法が確立しているものの、微生物群集解

析については研究段階です。本研究では、群集

構造の解析手法についても十分に検討してい

きたいと考えています。 

・有機物含有量が多い廃棄物を埋め立てた

場合、浸透水中に有機汚濁物に付着して

微生物が流出してくるため、廃棄物層と

浸透水中の微生物群集は比較的似通った

ものとなるが、有機汚濁物濃度が低い場

合、両微生物群集構造は異なる可能性が

ある。掘削された廃棄物中の微生物群集

構造についても調査し、浸透水を微生物

試験試料として用いることの妥当性を明

らかにする必要がある。 

・廃棄物中の微生物群集構造と浸透水中の微生

物群集構造の比較は、本研究において重要と

考えています。課題として、埋め立てられてい

る廃棄物は一様ではないため、試料をどのよ

うに標準化するかを解決する必要がありま

す。本研究では、雨水が埋立廃棄物に接触し混

合されたものが浸透水であり、総合的に 終

処分場を評価できるものと考え、浸透水を調

査対象としています。 

・学会発表が 4 件行われており、中間段階

において十分な成果である。 
・今後も、学会発表及び論文発表を通して社会に

還元していきたいと考えています。 

・すでに研究成果を学会で報告し優秀賞を

受賞するなど、成果が出ている。 
・今後も、引き続き研究成果を社会に還元できる

よう努めて参ります。 

・本年度の成果をもとに、水質・微生物群集

構造・埋立廃棄物の関係について明らか

にし、廃棄物 終処分場の総合的評価方

法を確立されることを期待する。 

・ 終処分場の評価方法を確立できるよう、本

研究で得られたデータを複数の手法で多面的

に解析し、評価として着目すべきポイントを

明らかにしたいと考えています。 

県民参加型の生物

多様性調査マニュア

ルの開発 

H29-31 ・県行政に欠かせない資料であるので、対

象生物を拡大すると共に、県の特色を知

ることができるものとしてまとめていた

だきたい。 

・すでにある環境教育教材の対象種を中心に、な

るべく広い分類群を扱って成果を出していき

たいと考えています。 

・画像の作成・収集は順調に進んでいるよ

うで、成果発表もなされている。 
・引き続き同様に研究を進めていきたいと考え

ています。 
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・マニュアル作成の対象なる生物種の数の

ような具体的な目標が不明であり、実質

的な評価ができない。こういった研究プ

ロジェクトはエンドレスになる可能性が

高いため、ある程度具体的な達成目標を

掲げて進めるべきであろう。 

・実際に県内で環境教育教材として用いられて

いる河川性底生動物と淡水魚類に関する区別

点のマニュアル作成を具体的な 終目標とし

て挙げています。 

・環境省が作成した「河川生物の絵解き検

索」を同定マニュアルにどのように組み

込んでいくのか等、本研究の具体的な特

徴がわかるように、説明が必要である。

・指摘された点を踏まえて、研究を進めていき

ます。 

・ヒアリの簡易同定マニュアルの作成も行

っており、ホットな問題にもすぐに対応

して成果活用がなされている。 

・当初予定にないものでしたが、研究の一環と

して取り組むことができました。 

・マニュアルの作成に留まらず、その活用

方法や周知の方法についても検討してい

ただきたい。 

・県庁 HP におけるマニュアルの公開等も含め

て検討していきます。 

・生物多様性の追求過程で、県民参加の意

味は大きいと考える。本研究の進捗状況

を十分に PR し、県民参加の実をあげてい

ただきたい。 

・実際に環境教育を担当している各保健福祉環

境事務所と成果の共有を行い、より役立つ形

を検討していきます。 

侵略的外来種の防

除手法に関する研究 
H29-31 ・社会的にもニーズが高いので大いに進め

ていただきたい。 
・外来種対策の推進に向けて邁進したいと思い

ます。 

・調査が順調に進んでいるようである。 ・今後も着実に調査研究を展開していきたいと

考えています。 

・研究対象も明確であり、ここまでは順調

に進んできていると思われる。実質的成

果が期待される 2 年目･3 年目が重要で

ある。29 年度の調査で、防除法の開発

に向けた有用情報が何か得られたのであ

ろうか。 

・研究対象の 4 種は、研究事例が少ない等の理

由により、防除手法の開発余地があると判断

したものです。特にブラジルチドメグサにつ

いては、夏季に枯死が発生するメカニズムを

明らかにすることで、新たな防除手法の開発

につなげたいと考えています。初年度の調査

では、有用情報が得られるまでの結果には至

りませんでしたので、今後の調査により成果

が得られるよう努めていきます。 

・外来種が国内種より優先して生育する要

因としては生育環境条件もあるが、植物

の繁殖特性等の植物の特性が影響してい

る可能性があり、今年度調査に計画され

ている生活史特性調査は必須と思われる

ので、文献等調査が行われ、有用なデータ

が得られることを期待する。 

・国内での研究が多いオオキンケイギク等は、花

期等を考慮することで、防除に効果的な時期、

頻度、方法が明らかとなっています。しかし、

バクヤギク等については国内の知見がないた

め、フィールド調査により、生活史及び繁殖特

性の把握に努めています。 

・中間段階の具体的成果が明示されておら

ず、4 種まで広げて期間的にすべて種の

成果が得られるのか不安がある。30 年

度も半期経過しているので、成果の具体

的状況を示してもらいたい。 

・ブラジルチドメグサ及びバクヤギクは、防除

の実施及びその効果の検証を行っています。

また、アカミミガメも、古賀市と連携しなが

ら防除を実施し、その効果を検証していま

す。ギギにおいては、分布状況及び生活史特

性に関する調査を進めており、今後防除手法

について検討していく予定であることから、

概ね計画通りに研究を進めることができてい

ます。 
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・侵略的外来種の防除は、生物多様性を確

保する観点から重要な方策であり、他県

の研究機関とも連携し、早急な防除方法

の確立をお願いしたい。また、防除面積が

膨大にわたると推定されるので、県民を

巻き込んだ幅広い運動となることを期待

する。 

・他県の研究機関とは、全国環境研究所交流シン

ポジウム、自然系調査研究機関連絡会議、九州

衛生環境技術協議会等において情報共有及び

意見交換し、研究を進めています。また、本研

究の成果として作成する侵略的外来種防除マ

ニュアル（仮称）による情報提供を積極的に行

っていくとともに、防除講習会等の技術支援に

ついても検討していきたいと思います。 
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別表４ 保健環境研究所の研究分野に対する委員会の意見とその対応 

【保健関係】 
 

分 野 意見 保健環境研究所における対応 

 感染症の発生拡大防止

及び食品の安全性確保に

関する研究 

・県民のみならず国民にとってもリスク管理に

密接に関係する課題であるので大いに進め

ていただきたい。発生予測が容易でない感染

症についても継続して進めていただきたい。

・国内外の感染症に関する情報収集を行い、県

民への影響を及ぼす恐れのある感染症につ

いて研究を進めていきたいと考えています。

・専門的な知識経験が必要な分野であり、人材

育成（専門家の育成）が重要である。重要課

題の適切な選定と適切な研究計画に基づい

た研究の実施が重要な事は言うまでもない

が、物や人の移動がますます活発になってい

る現状では、国内での他機関との継続的かつ

緊密な連携が、日常業務においても調査研究

においても重要であろう。海外からの病原体

や感染症の流入に対する取り組みも、ますま

す重要になる。 

・病原体検査には、高度に専門的な知識、技術

を有する職員の育成が重要な課題です。研究

については、今後さらに多方面の関係機関と

連携して進めていきたいと考えています。ま

た、近年増加している輸入感染症対策に繋が

るように、病原体検査および分子疫学的な解

析に取り組んでいきます。 

・県民の健康を守るために必要な研究であり、

継続して欲しい。 
・今後も県民の健康を守るための研究を推進し

ていきます。 

・地域特性や地域の産業を踏まえた研究がなさ

れており、住民や産業界への寄与が大きいと

思われる。 

・福岡県の地域特性を考慮し、研究を進めてい

きます。 

・県民の健康・安全に密接にかかわるテーマで

あり、今後とも中長期的な視点から強化して

いただきたい。  

・時代の流れや変化を捉えて、中期的、長期的

な研究も行うことができるように努めてい

きます。 

ダイオキシン類、有害化

学物質による健康被害の

防止とその対策に関する

研究 

・PCB は福岡県がプライオリティの高い課題と

して進めることが要請されている。一層の研

究推進を期待したい。 

・油症患者の 大母数が福岡県内に居住してお

り、当県が率先して対策に取り組む必要があ

ると認識しています。 

・多様な化学物質に対応する必要があり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・化学物質調査では国立衛研を中心とした全国

地衛研のネットワークが構築されており、調

査試料やデータのやり取りを行っています。

今後も連携を強化したいと考えています。 

・危険ドラッグや新規化学物質が氾濫する中、

それらの食品中の含有量等を効率的に検出

することが必要であり、本研究の必要性は高

い。科学技術的水準が決して高い研究とは言

えないかもしれないが、基礎研究として重要

である。 

・化学物質や薬物の課題は、社会問題として大

きく表面化することはなくとも、潜在的な危

険性は身の回りに常に存在しています。

LC/Q-TOF/MS 等を用いた高度な測定技術を

用いて対策を進めていきます。 

・被害者の症状悪化防止及び救済にとって重要

な研究であり、継続して欲しい。 
・油症患者の 大母数が福岡県内に居住してお

り、当県が継続的に健康対策に取り組む必要

があると認識しています。 

・応用可能性が広い研究、緊急性のある研究が

なされている。 
・今後も基礎研究のみならず応用性や緊急性を

見据えた研究活動を実施します。 

・環境関係（ダイオキシン類）と共に、福岡県

が優先的かつ長期的視点で取り組むべき課

題と考える。 

・油症対策の推進は、地方自治体の責務として

法に定められています。測定技術の開発等、

環境分野との連携を図ります。 
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 地域保健情報の解析、評

価及び活用に関する研究 

・集団データはデータ規模により効果が異な

る。クラウドデータ化し、他県とも連携の

上、活用を図っていただきたい。 

・個人情報等を含むデータ自体の共有につい

ては、他県との共有は困難ですが、先進的

な解析・評価の手法等については連携して

きたいと考えております。 

・他地域との比較も重要であり、全国的なネッ

トワークの中で活動を進めること（役割分担

や情報交換）が大切ではないだろうか。 

・全国的な情報と地域的な情報の比較は大変遊

戯であると考えております。国や他県の活動

を注視し、連携できることを模索してきたい

と考えています。 

・個人情報の取得が難しく、制約条件が多い中

で成果が得られている。研究を継続され、得

られた結果に基づいて、県民の健康保持のた

めの施策に反映されることを期待する。 

・これまでに得られた成果は施策に反映するべ

く、行政サイドと共有させていただきます。

また、今後も研究を進めていきたいと考えて

おりますので、ご指導いただけたら幸いで

す。 

・データの活用が難しい分野で意欲的な研究が

なされている。研究計画段階から実用上の課

題なども視野に入れたものにしていただき

たい。 

・今後も、実用上の課題解決のために、行政サ

イドとの連携を図って参りたいと思います。

・地味な研究テーマであり、研究成果の評価が

難しく、方法論的にも未確立の分野である

が、一方ビッグデータはある意味で宝の山と

も言えるので、大いなる成果を期待したい。

・ご指摘のとおりレセプトデータ等のビックデ

ータの活用は、方法論的にも確立された分野

ではないと考えております。そのため、今後

も行政サイドと連携して、研究を進めていき

たいと考えております。 

 
【環境関係】 

  

ダイオキシン類、有害化

学物質による環境汚染の

防止とその対策に関する

研究 

・環境の規定の調査地点以外でダイオキシン

類・PCB に汚染されているところがないかを

検討の上、汚染回復を図ることも検討してい

ただきたい。 

・調査地点については、既定の地点以外として

発生源周辺の大気・土壌等の調査を毎年地点

を変えて実施しています。汚染が確認された

場合は行政部局と協力して対策を行ってい

ます。 

・多様な化学物質に対応する必要があり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・全国的なネットワークとして、環境省の化学

物質環境実態調査事業や国立環境研究所�型

共同研究事業等に参画し、国や他の地方環境

研究所と共同調査や意見交換を行っていま

す。 

・広く応用可能性がある研究がなされている。 ・化学物質の分析法開発は、他の調査機関で幅

広く実施できる方法の開発を目指しており、

全国的な汚染実態把握や緊急時対応に応用

できると考えています。 

・保健関係（ダイオキシン類）と同様、福岡県

が重点的に取り組むべき課題と考える。 
・ダイオキシン類に関する試験研究は、保健・

環境分野ともに重要であり、今後とも測定技

術の開発等で連携を図ります。 

 大気環境の保全に関す

る研究 

・県単位で解決できる問題ではないので、国際

的な連携を含め推進方法を検討していただ

きたい。 

・国、県、JICA 等の国際交流事業による東アジ

アからの研修生の受け入れや国外の自治体

との共同事業を行うことにより、国際的な連

携を深めて参ります。 

・多様な要素の解析や対応が必要であり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・現在、PM2.5、オキシダント等に関して、国立

環境研究所や全国の地方環境研究所との共

同研究を行っています。今後も引き続き、全

国的なネットワークの中で問題解決に取り

組んで参ります。 
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 ・今回、報告がなかったが、大気環境の実態に

関するデータの蓄積が大気環境の保全にと

って重要であるため、基礎研究としてデータ

の集積を継続して欲しい。 

・常時観測データ、有害大気汚染物質、酸性雨

等の大気環境の実態に関する基礎的データ

の蓄積は大変重要であると考えています。今

後もこれらに関する調査を継続し、蓄積した

データを活用した研究を進めていく所存で

す。 

・PM2.5や光化学オキシダントなど、地域におい

て今日的課題となっている問題を捉えた研

究が実施されている。 

・新たな観測手法や解析手法を導入し、新たな

課題へも対応できるよう研究を進めて参り

ます。 

・PM2.5に関する研究が、着実に成果を上げてい

る。今後、アジア大陸全域をターゲットにし

た展開によって、我が国の環境安全保障に基

礎的な情報の蓄積が得られ、国境を越えた広

域環境保全施策を講ずる上で強力な基礎資

料になると考える。 

・観測手法の充実とシミュレーションモデルの

導入により、PM2.5やオキシダントの越境大気

汚染や国内汚染の寄与を推測し、広域的な大

気汚染対策の資料となるよう研究を進めて

参ります。 

水環境の保全に関する

研究 
・単に水質を浄化するだけでなく、水の利用、

水産振興や生物多様性の保持など多面的な

課題を重層化して 適化を図ることが求め

られる段階に来ている。水環境の自立的な保

全形態についても検討が要ると思われる。 

・水環境保全形態について、多面的なアプロー

チを心掛け、検討を進めていきます。 

・多様な要素の解析や対応が必要であり、地域

での調査を全国的なネットワークの中で活

動を進めること（解析技術の開発向上に関す

る役割分担や情報交換）が大切ではないだろ

うか。 

・全国の地方環境研究所や国立環境研究所を中

心とするネットワーク等を活用し、水環境問

題に対応していきます。 

・水環境を保全する上で、化学物質の動態は重

要であるが、それら化学物質の動態がどのよ

うに生態系に影響するかが評価ポイントと

考えられるので、今後も生物関係部署との協

力体制の下で、研究を進めてほしい。 

・化学物質の生態系への影響を評価することは

重要な課題の一つと考えられます。今後も生

物関係部署と連携して研究を進めていきた

いと思います。 

・地域の特性に応じた研究がなされていると思

われる。 
・今後も福岡県の地域特性に応じた研究を推進

していきます。 

・良好な水環境はわが国が誇る天然資源の一つ

である。新規テーマの全排水毒性（WET)にお

ける簡易生物応答試験の開発は画期的なア

プローチだと考える。 

・WET のように新しい評価方法を取り入れる

等、今後も水質保全に関する研究を推進して

いきます。 

 廃棄物の適正処理と有

効利用に関する研究 

・廃棄物という名の負の遺産を将来世代に処理

してもらう発想を止め、現世代で処理してい

くという考え方に立つと、コストは高くなっ

ても社会的正義を満足させることができると

考える。  

・廃棄物処理は先送りすべきではないと思いま

す。現世代処理の必要性が認識され、社会全

体で処理費を分担できるよう、廃棄物問題及

び研究成果について情報発信していきたい

と考えています。 

・多様な要素の解析や対応が必要であり、地

域での調査を全国的なネットワークの中で

活動を進めること（解析技術の開発向上に

関する役割分担や情報交換）が大切ではな

いだろうか。 

・国環研との共同研究や各種学会等への参加

で、情報交換及び情報収集を行っていま

す。今後も全国的なネットワークに参加し

ていきたいと考えています。 
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 ・現在実施されている 終処分場の適正管理

に向けた研究は必要な研究であるが、廃棄

物という様々な物質が混合されたもの、且

つ、多様な環境条件を受ける複雑系におい

て、普遍的な現象を捉えることはかなり難

しく、データの蓄積が必要な地道な研究

で、外部資金を獲得し難いテーマであると

考えられる。このため、喫緊で解決等が求

められている災害廃棄物の適正処理に向け

た研究など、他研究機関と共同研究が実施

できるようなテーマについても並行して取

り組んでほしい。 

・現在の研究では、複雑系の現象をとらえる

ために微生物群集構造解析を行っており、

科研費も活用しています。また、国環研の�
型研究「 終処分場ならびに不法投棄地に

おける迅速対応調査手法の構築に関する研

究」のメンバーとして、他研究機関との共

同研究にも積極的に取り組んでいます。 

・研究成果がしっかりと出されており、 終処

分場の適正管理という社会的課題に対応す

るものとなっている。 

・今後も社会的ニーズに対応するテーマを実施

していきます。 

・廃棄物の抑制と有効活用は今後とも重要な課

題であり、激化しつつある国際的経済競争の

中で我が国が一歩リードできるポテンシャ

ルを秘めていると考える。こうした中、環境

DNA 技術の活用によってさらなる強みを発

揮できると考える。 

・現在の研究で行っている微生物群集構造の解

析では、環境 DNA 技術を利用しており、こ

の技術は益々大きな可能性を秘めていると

考えています。今後も環境 DNA 学会をはじ

めとする国内外からの情報を取り入れなが

ら技術を活用していきます。 

 自然環境と生物多様性の

保全に関する研究 

・生物多様性はある地域での生物種が多いこと

では必ずしもない。希少生物の保全を検討対

象とすることも求められることがあろう。自

然との関係性が認識面にいても希薄になっ

てきているので教育的配慮も要請されてい

る。 

・生物多様性とは単に生物種類数の多さだけで

はなく、地域の固有性、生物間のバランスや

ネットワークが重要であることが福岡県生

物多様性戦略第2期行動計画にも記されてお

り、それを踏まえて調査研究を展開している

ところです。自然観察会や講座等への講師派

遣については、研究成果を発信する側面もあ

ることから、可能な範囲で対応していきたい

と考えています。 

・特に対象が広い領域であり、しっかりとした

スコープの基に、この研究所の使命として実

施すべき課題を選択し、具体的な達成目標を

設定して研究を実施していく必要があるの

ではないだろうか。他の分野と同様に、全国

的なネットワークの中で活動を進めること

（役割分担や情報交換）も大切であろう。 

・福岡県生物多様性戦略第 2 期行動計画におい

て規定された当所の役割及び調査研究関連

施策を踏まえ、研究を展開することにより、

戦略行動目標の達成に貢献していきたいと

考えています。また、現在、国立環境研究所

と地方公共団体環境研究機関等との共同研

究にも参画しており、今後も情報交換等に努

めます。 

・基礎研究だけでなく、対策に向けた実用研究

もなされており、保健環境研究所に求められ

る研究内容である。昨今、実用研究にしか研

究資金が付与されないことが多いが、どちら

の研究も大事であるため、今後も両立して欲

しい。 

・今後も基礎研究及び実用研究が両立するよ

う、調査研究の展開を図っていきたいと考え

ています。 

・実用化を睨み、費用を含めて社会的実装の可

能性についてもしっかり検討していただき

たい。 

・調査研究結果が生物多様性の保全・再生計画

の実践として貢献できるよう、研究を進めて

いきたいと思います。 

・長期的な視点に基づき、継続的かつ着実に成

果を積み上げていただきたい。ただ、地域的、

時間的な広がりが大きなテーマであるだけ

に、ラボベースの研究とは異なった方法論の

展開が必要と感じられる。市町村や県民のボ

ランティア的協力も不可欠かと思われる。 

・今後も長期的視点を持ちながら、生物多様性

の保全に関する調査研究を継続的に推進す

るとともに、多様な主体と連携・協働しつつ、

研究の展開を図っていきたいと考えていま

す。 
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